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a, b, c を実数とし，a > 0 とする．関数 f(x) = x2 + 1, g(x) = −ax2 + bx+ c に

対し，座標平面上の放物線 y = f(x), y = g(x) をそれぞれ C1, C2 とする．C1上の

点 P(1, 2) における C1 の接線を lとする．C2 は P を通り，l は P における C2 の

接線でもある．このとき，次の各問に答えよ．

(1) 接線 l の方程式を求めよ．

(2) 放物線 C2 の頂点の座標を，a を用いて表せ．

(3) 放物線 C1，接線 l，および y 軸で囲まれる部分の面積を S1 とし，放物線 C2，l，

および C2 の軸で囲まれる部分の面積を S2とする．S2 = 2S1 であるとき，a の値

を求めよ．

(19 宮崎大 教・農 12)

【答】

(1) y = 2x

(2)
(
a+ 1
a

, 2a+ 1
a

)
(3) a =

√
2
2

【解答】
f(x) = x2 + 1,

g(x) = −ax2 + bx+ c (a > 0)

(1) lは y = f(x)上の点 P(1, 2)における接線である．
f ′(x) = 2x より，f ′(1) = 2 であるから，lの方程式は

y − 2 = 2(x− 1)

∴ y = 2x ……（答）

(2) C2 : y = g(x)は P(1, 2)を通るから

g(1) = 2 ∴ −a+ b+ c = 2 …… 1⃝

l は P における C2 の接線でもあるから

g′(1) = 2 ∴ −2a+ b = 2 …… 2⃝
1⃝かつ 2⃝より

b = 2a+ 2, c = −a

よって，C2 の方程式は

y = −ax2 + 2(a+ 1)x− a

= −a
(
x− a+ 1

a

)2

+
(a+ 1)2

a
− a

= −a
(
x− a+ 1

a

)2

+ 2a+ 1
a

C2 の頂点の座標は
(
a + 1

a
,

2a + 1
a

)
である． ……（答）
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(3) S1, S2 は右図の左の斜線部分，右の斜線部 C1

C2
P

1

2

l

a+1
a

S1

S2

x

y

O

分それぞれの面積である．

S1 =

∫ 1

0

{(x2 + 1)− 2x} dx

=

∫ 1

0

(x− 1)2 dx

=

[
(x− 1)3

3

]1

0

= 1
3

また

S2 =

∫ a+1
a

1

[2x− {−ax2 + (2a+ 2)x− a}] dx

=

∫ a+1
a

1

a(x− 1)2 dx

= a

[
(x− 1)3

3

] a+1
a

1

= a
3

(
1
a

)3

= 1
3a2

よって，S2 = 2S1 を満たす aの値は

1
3a2 = 2 · 1

3
∴ a2 = 1

2

a > 0 より

a =

√
2
2

……（答）


